
f 北海道平和 .A会創 立 60同隼記念揖演会 i 

10 IJ 25日(土)2:30-3:30がでる2・74F式会揚室 : 

r制吃初時代納紙切時代へ ¥f髄;
.....，いれ性がつくる平和世界~jf川調
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入
会
の
事
務
所
に
も
問
い
合
わ
せ
の
電
話

が
来
て
お
り
ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
加
盟

団
体
、
賛
助
会
員
、
婦
人
通
信
読
者
の

方
々
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
日
の
平
和
が
脅
か
さ
れ
、
き

な
臭
さ
が
漂
う
状
況
に
危
倶
を
抱
い
て
い

る
方
々
、
平
塚
ら
い
て
う
に
関
心
を
持
つ

幅
広
い
方

々
に
も
、
様
々
な
ツ

i
ル
で
お

知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
「
六
十
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ど
ご
案

内
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
草
租
蝿
人
会

創
立
六
十
周
隼
記
念
符
事
脅

威
喝
さ
世
畠
'
b
sろ

秋
の
気
配
が
訪
れ
て
参
り
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
か
け
る

闘
い
と
同
時
進
行
で
、
今
春
か
ら
加
盟
団

体
、
賛
助
会
員
、
婦
人
通
信
読
者
皆
さ

ん
、
そ
し
て
友
誼
団
体
・
個
人
の
方
々
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
六
十
周
年
記
念
行
事

の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

①
「
六
十
周
年
記
念
『
日
本
の
青
空
』
上

映
会
」
は
、
前
売
り
券
予
約
や
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
購
入
、
当
日
券
の
方
が
三
割
に
の
ぼ

り
、
「
時
宜
に
か
な
っ
た
企
画
」
と
喜
ば
れ
、

チ
ケ
ッ
ト
普
及
も
五
百
枚
を
超
え
て
成
功

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②
「
六
十
周
年
記
念
行
事
協
力
名
刺
広

告
・
募
金
」
に
は
温
か
い
ご
協
力
を
得
て
、

③
「
六
十
年
記
念
誌
」
掲
載
の
名
刺
広

告
原
稿
を
印
刷
所
に
送
り
、
ご
祝
辞
原

稿
も
届
き
、
十
月
二
五
日
発
行
の
記
念

誌
の
編
集
も
山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

@
「
米
田
佐
代
子
さ
ん
迎
え
て
の
六
十

周
年
記
念
講
演
会
」
は
、
ニ
ュ
ー
ス
の
二
号
、

三
号
連
続
で
お
知
ら
せ
し
、
七
月
北
海
道

母
親
大
会
で
も
チ
ラ
シ
で
宣
伝
、
平
和
婦

ゐO 同年記念レtz~ショシ

10月 258 (土)PM5時欄漢

ポーI~スター払幌

(札幌市中央区北4西 6道庁北門前)

会費 5000円(記念鶴贈呈}

会申し込みご案内は別紙で致します。

女米田佐代子さんも出席されます。

篇ω園北海道寧租個人会鎗舎のご寵肉

IZ月。日(土)PM1時 30分"-'4時 30分

記 念 講 演

電信.橿6母屋史館暗~日本軍「慰場蝿J問題

高崎裕子宮ゐ{弁種士・定かさき法律事務所)

940研修室か芭.2・7

日時

会場

名
刺
広
告
、
協
力
募
金
を
お
寄
せ
下

J

さ
い
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申

一

し
上
げ
ま
す
。

一

記
念
誌
に
は
名
刺
広
告
掲
載
と

一

同
時
に
募
金
を
い
た
だ
い
た
皆
様
の

お
名
前
も
ご
承
諾
の
上
、
掲
載
致
し

ま
す
。

募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
九
月
末
必
着
分
ま
で
掲
載
が

間
に
合
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
協

力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



第
5
7
園
都
海
道
母
親
大
会
l
n
机
暢
・
開
催

七
月
六
日
、
第
五
七
回
北
海
道
母
親
大
会
が
札
幌
市

教
育
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
の
ペ
一
七
六

O
名
が
集

い
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
七
分
科
会
と
特
別
分
科
会
、

見
学
分
科
会
が
開
か
れ
、
学
び
語
り
熱
く
交
流
し
ま
し

た
。
特
別
分
科
会
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
放

射
能
を
浴
び
た

X
年
後
』
の
鑑
賞
。
六

O
年
前
南
太
平

洋
で
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
水
爆
実
験
に
よ
る
地
球
規

模
の
汚
染
と
被
害
の
深
刻
な
実
態
が
次
々
と
明
ら
か
に

さ
れ
、
福
島
第
一
原
発
事
故
と
重
ね
会
場
に
衝
撃
が
走

り
ま
し
た
。

午
後
の
全
体
会
は
ス
テ
ー
ジ
一
杯
に
並
ん
だ
『
母
親

合
唱
団
』
の
熱
唱
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。

箪
島
満
恵
実
行
委
員
長
の
開
会
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
。

活
動
交
流
は
医
療
・
介
護
の
問
題
(
勤
医
労
女
性
部
)
大

岡
原
発
建
設
差
し
止
め
訴
訟
(
道
南
母
親
連
絡
会
)
N
P

T
再
検
討
会
議
・
核
兵
器
廃
絶
(
新
婦
人
道
本
部
)
の
三

団
体
か
ら
。
会
場
か
ら
『
安
倍
首
相
に
怒
り
の
一
言
』

を
参
加
者
が
互
い
に
振
っ
て
エ

i
ル
の
交
歓
。
募
金
の

訴
え
で
は
、
道
母
親
大
会
の
生
み
の
親
の
一
人
の
三
浦

章
子
平
和
婦
人
会
顧
問
が
熱
く
訴
え
大
き
な
拍
手
が
。

記
念
講
演
は
「
『
家
事
労
働
』
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
つ
て

な
ん
の
こ
と

1
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
私
た
ち
は
幸
せ
に
な

れ
る
の
か

1
」
。
講
師
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
和
光
大
学

教
授
の
竹
信
三
恵
子
さ
ん
は
人
間
の
生
を
支
え
る
家
事

労
働
が
蔑
視
さ
れ
る
状
況
『
家
事
ハ
ラ
』
の
名
付
け
親
。

『
家
事
ハ
ラ
』
は
保
育
・
介
護
労
働
な
ど
を
家
事
労
働
の

延
長
銀
上
で
低
賃
金
化
し
、
女
性
労
動
全
般
を
短
め
、

労
働
環
境
整
備
の
放
棄
、
女
性
の
貧
困
、
賓
困
の
連
鎖

を
生
み
出
し
、
男
性
労
働
者
の
低
賃
金
を
下
支
え
す
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
こ
れ
ら
を
増
幅
す
る
と
デ

i
タ
を
駆

使
し
て
鋭
く
告
発
、
問
題
意
識
を
喚
起
し
ま
し
た
。

『
大
間
原
発
』
建
露
康
対
現
地
集
会
に
@
加

七
月
二
十
日
、
青
森
県
・
下
北
半
島
先
端
の
大
間
町

で
開
か
れ
た
「
第
七
回
大
間
原
発
建
設
反
対
現
地
集

会
」
(
現
地
実
行
委
員
会
主
催
)
に
原
発
連
代
表
の
米
谷

さ
ん
以
下
六
名
、
女
性
団
体
は
平
和
婦
人
会
紅
一
点
の

参

加

で

し

た

。

石

川

一

美

記

一
日
目
は
函
館
で
街
宣
と
交
流
特
急
北
斗
で
十
九

日
正
午
に
札
幌
発
、
函
館
に
到
着
後
、
午
後
四
時
半
か

ら
J

R
駅
前
で
、
新
婦
人
函
館
支
部
事
務
局
長
の
才
門

さ
ん
、
函
館
平
和
婦
人
会
結
成
に
参
加
し
新
婦
人
函
館

支
部
創
立
会
員
の
今
井
さ
ん
、
日
本
共
産
党
の
紺
谷
・

本
間
両
函
館
市
議
さ
ん
と
ザ
ニ
緒
に
、
駅
前
を
行
き
交

う
人
々
に
「
大
間
原
発
建
設
反
対
」
の
横
断
幕
を
掲
げ
て

宣
伝
行
動
。
交
流
で
は
、
今
年
四
月
に
工
藤
函
館
市
長

が
提
訴
し
た
「
大
間
原
発
建
設
差
し
止
め
訴
訟
」
を
中
心

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
「
大
関
原
発
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
と
ウ
ラ
ン
を
混
合
す
る

M
O
X
燃
料
を

5
0
%使
う

世
界
初
の
商
業
炉
で
二

O
O
八
年
に
着
工
。
計
画
の
段

階
か
ら
最
も
危
険
な
原
発
と
し
て
建
設
反
対
運
動
や
市

民
レ
ベ
ル
の
訴
訟
に
と
り
く
ん
で
き
た
が
、
福
島
原
発

事
故
以
前
は
、
自
治
体
へ
の
避
難
計
画
策
定
義
務
づ
け

は
1
0
J
圏
内
、
事
故
以
後
3
0
J
圏
内
に
拡
大
さ
れ

た
。
大
聞
か
ら
函
館
ま
で
は
最
短
で

2
3
J
。
青
森
市

(
人
口

9
万
人
)
は
5
0
J
圏
内
。

5
0
J
圏
内
で
は
函

館
市
内
及
び
道
南
の
六
市
町
ま
で
人
口

3

7
万
人
が
こ

の
エ
リ
ア
に
生
活
し
て
い
る
e

大
関
原
発
か
ら
3
0
J

圏
内
の
函
館
市
は
防
災
対
策
を
重
点
的
に
行
う
「
緊
急

防
護
措
置
区
域
」。
着
工
時
は
古
い
基
準
で
自
治
体
同
意

権
は
な
か
っ
た
。
事
故
が
起
き
れ
ば
市
民
の
命
も
暮
ら

し
も
重
大
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
道
南
全
域
に
も
及
ぶ
。

今
回
市
長
が
全
国
初
の
自
治
体
に
よ
る
「
建
設
差
し
止

め
訴
訟
」
を
決
断
し
た
理
由
、
そ
の
背
中
を
押
し
た
住
民

運
動
・
国
民
世
論
の
高
ま
り
が
函
館
市
へ
の
二
千
四
百

万
円
を
超
え
る
募
金
に
示
さ
れ
て
い
る
」
と
函
館
の
皆

さ
ん
か
ら
口
々
に
語
ら
れ
、
翌
日
の
大
関
行
き
を
ひ
か

え
、
私
た
ち
の
視
点
と
構
え
を
学
び
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
フ
ェ
リ
ー
で
大
開
港
・
徒
歩
で
集
会
場
へ

翌
朝
、
七
重
浜
埠
頭
で
函
館
・
道
南
の
参
加
者
と
合
流
、

九
十
名
余
が
大
間
ゆ
き
フ
ェ
リ
ー
で
一
時
間
四
十
分
の

船
旅
。
港
か
ら
坂
を
上
っ
た
集
会
場
は
原
発
反
対
の
地

主
(
一
坪
地
主
一
)
の
会
の
共
有
地
。
「
泊
原
発
廃
炉
の
会
」

の
小
野
有
五
先
生
は

「大
地
震
の
た
び
に
地
盤
が
持
ち

上
が
っ
て
で
き
た
土
地
に
原
発
を
作
つ
て
は
い
け
ま
せ

ん
」
と
。
前
段
は
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
が
次
々
。

六
百
人
参
加
の
本
集
会
は
、
現
地
・
青
森
、
全
国
・
道
・

函
館
、
各
分
野
と
十
四
人
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
流
儀

で
熱
く
発
信
。
最
後
に

「国
や
事
業
者
を
相
手
に
、
決

意
と
信
念
を
貫
い
た
熊
谷
あ
さ
子
さ
ん
の
よ
う
に
、
大

関
原
発
建
設
を
断
念
さ
せ
る
ま
で
、
私
た
ち
は
声
を
上

げ
続
け
、
行
動
を
継
続
し
ま
す
。
ひ
と
り
か
ら
、
ひ
と

り
で
も
。
声
を
上
げ
よ
う
、
上
げ
続
け
よ
う
!
」
と
集

会
ア
ピ
ー
ル
。
デ
モ
の
出
発
地
点
、
大
開
港
か
ら
5
0

0
個
の
風
船
を
函
館
に
向
け
て
飛
ば
し
、
町
内
を
練
り

歩
い
て
ア
ピ
ー
ル
。
窓
か
ら
手
を
振
っ
て
の
応
援
も
。

デ
モ
の
後
、
北
海
道
の
九
十
人
は
「
あ
さ
こ
は
う
す
」
へ
。

電
源
開
発
の
見
張
り
車
が
い
る
入
り
口
か
ら
ブ
エ



ン
ス
で
仕
切
ら
れ
た

1

J
の
砂
利
道
を
歩
い
て
訪

問
。
熊
谷
あ
さ
子
さ
ん
の
娘
さ
ん
で
、
お
母
さ
ん
の

遺
志
を
継
ぐ
「
あ
さ
こ
は
う
す
」
の
守
リ
手
、
小
笠
原

厚
子
さ
ん
に
感
激
の
対
面
。
厚
子
さ
ん
に
は
、

3
・

1
ー
か
ら
丸
一
年
に
「
女
性
連
絡
会
」
が
発
行
し
た

女
性
ア
ピ
ー
ル
ジ
ャ
ン
ボ
チ
ラ
シ
「
な
く
そ
う
原
発
!
安

心
し
て
く
ら
し
、
子
育
て
で
き
る
日
本
・
北
海
道
を
!
」

の
よ
び
か
け
人
を
依
頼
・
承
諾
を
得
て
か
ら
一
度
は
お

会
い
し
た
い
と
。
お
話
し
す
る
と
す
ぐ
に
通
じ
合
い
ま
し

た
。
あ
さ
子
さ
ん
の
ご
位
牌
に
手
を
合
わ
せ
、
厚
子

さ
ん
と
烏
・
犬
・
猫
な
ど
小
動
物
た
ち
と
の
「
は
う

す
」
内
外
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

「
あ
さ
こ
は
う
す
」
か
ら
建
設
中
の
大
間
原
発
の

「
炉
心
」
ま
で
わ
ず
か

3
0
0
針
。
矢
臼
別
自
衛
隊

基
地
の
ど
真
ん
中
に
住
み
続
け
た
川
瀬
氾
こ
さ
ん

の
笑
顔
と
厚
子
さ
ん
の
笑
顔
が
ダ
ブ
リ
、
大
関
原
発

建
設
限
止
の
闘
い
で
の
「
あ
さ
こ
は
う
す
」
の
立
ち

位
置
を
痛
感
し
ま
し
た
。

-m草
+
圃
餐
臼
御
率
細
盆
鏑
"
に
告
加
し
乞

《
一
回
目
》

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
女
性
部
隼
野
弘
子
記

川
瀬
氾
ニ
さ
ん
た
ち
の
自
衛
隊
矢
臼
別
演
習
所
建

設
反
対
の
闘
い
は
、
自
分
な
り
に
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
五
十
回
の
節
目
、
是
非
参
加
し
た
い
と
平
和
婦

人
会
代
表
と
し
て
、
石
川
一
美
さ
ん
と
共
に
札
幌
発
矢

臼
別
ゆ
き
貸
切
り
パ
ス
に
乗
り
こ
み
向
か
い
ま
し
た
。

夕
方
四
時
過
ぎ
に
現
地
に
着
き
パ
ス
か
ら
降
り
て

見
渡
す
と
、
各
地
か
ら
参
加
の
人
達
の
テ
ン
ト
が
沢
山

設
営
さ
れ
て
お
り
、
全
道
は
じ
め
南
は
沖
縄
・
九
州
・

四
国
・
中
国
・
関
西
・
関
東
・
東
北
と
全
国
か
ら
一
千

名
以
上
の
参
加
と
聞
き
、
驚
き
と
共
に
日
本
一
広
い
演

習
場
の
矢
臼
別
の
闘
い
が
平
和
運
動
の
原
点
に
な
っ
て

い
る
人
遣
が
多
い
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

広
場
の
中
ほ
ど
に
平
和
盆
踊
り
の
櫓
が
組
ま
れ
、
奥

に
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
た
会
場
の
周
囲
を
取

り
囲
む
よ
う
に
各
民
主
団
体
の
売
届
の
テ
ン
ト
が
並
ん

で
い
て
、
飲
み
物
・
焼
き
鳥
な
ど
の
お
い
し
い
匂
い
が

漂
っ
て
い
ま
し
た
。

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
お
に
ぎ
り
で
夕
食
を
済
ま
せ
た

後
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
石
川
さ
ん
と
客

席
の
最
前
列
を
陣
取
り
見
入
り
ま
し
た
。

東
京
か
ら
参
加
し
た
畑
田
重
夫
さ
ん
(
国
際
政
治
学

者
)
は
、
学
徒
動
員
で
二
千
人
招
集
さ
れ
た
な
か
自
分

は
病
気
入
院
中
で
出
兵
を
免
れ
、
千
九
百
九
十
九
人
が

戦
死
。
自
分

一
人
生
き
残
っ
た
こ
と
が
平
和
運
動
に
か

か
わ
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
九
十
一
歳
に
な
っ
た
今
、

死
ん
だ
仲
間
の
分
ま
で
生
き
て
、
全
国
を
回
っ
て
平
和

の
尊
さ
を
語
り
た
い
と
決
意
を
熱
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
交
流
で
は

「花
い
か
だ
」
の
風
刺
た
っ
ぷ
り

の
面
踊
り
あ
り
、
歌
声
あ
り
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
あ

り
で
楽
し
く
素
敵
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
夜
空
を
飾
っ
た
花
火
も
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

空
が
薄
墨
色
に
な
る
頃
、
か
が
り
火
が
点
火
さ
れ
、
北

海
盆
歌
を
和
太
鼓
に
合
わ
せ
て
歌
い
始
め
る
と
盆
踊
り

の
始
ま
り
で
す
。
仮
装
に
は
安
倍
首
相
の
は
り
ぽ
て
も

登
場
、
踊
り
の
輸
が
幾
重
に
も
広
が
り
、
み
ん
な
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
踊
り
ま
し
た
。
た
た
か
い
の
中

か
ら
文
化
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

《
二
日
目
》

一
美
記

平
和
婦
人
会

石
)11 

)11 
瀬
担

米 さ
海ん
兵の

壇隊
甜 志

長警
部i斗
練棋

辺
反

佐
対

知
全

子
道さ
集ん
告と
に再
参 会
加，

朝
六
時
矢
臼
別
の
里
め
ぐ
り
、
川
瀬
宅
か
ら
、
川
瀬

氾
二
・
普
美
子
の
碑
、
碑
の
「
時
速
四
キ
ロ
の
人
生
」
を
胸

に
刻
み
な
が
ら
、
演
習
場
の
ど
真
ん
中
の
五
十
年
間
「
黙

認
放
牧
地
」
を
横
切
る

了

五
J
の
通
称
「
団
結
道
路
」
の

要
所
、
要
所
で
ガ
イ
ド
を
受
け
、
終
点
が

二
五
年
前
か

ら
住
人
の
浦
舟
三
郎
夫
妻
宅
。

往
復
一
時
間
の
里
め
ぐ

り
ガ
イ
ド
の
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
持
ち
が
、
十
年
前
か
ら
川

瀬
宅
に
住
み
、
い
ま
川
瀬
さ
ん
の
遺
志
を
継
ぐ
渡
辺
佐

知
子
さ
ん
。
佐
知
子
さ
ん
は
十
五
年
前
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ

l
グ
で
の
世
界
平
和
市
民
会
議
に
一
緒
に
参
加
、
報
告

活
動
を
と
も
に
し
た
若
い
お
仲
間
。
つ
か
の
間
の
う
れ

し
い
再
会
で
佐
知
子
さ
ん
、

隼
野
さ
ん
と
ス
リ

1
シ
ョ

ッ
ト
!
地
元
新
婦
人
心
づ
く
し
の
バ
イ
キ
ン
グ
を
お
腹

一
杯
食
べ
た
後
は
「
朝
の
集
い
」
。

二
人
の
矢
臼
別
の
住

人
、
浦
さ
ん
は
「
川
瀬
さ
ん
が

D
型
ハ
ウ
ス
の
屋
根
一

杯
に
書

い
た
『
自
衛
隊
は
憲
法
違
反
』
が
私
を
励
ま
す
。

初
心
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
。
佐
知
子
さ
ん
は

二

日
の
仕
事
を
終
え
て
車
を
降
り
家
に
向
か
う
と
き
、

星
空
を
見
上
げ
矢
臼
別
の

『
匂
い
』
を
感
じ
ま
す
。
自

衛
隊
員
に
も
タ
ベ
の
花
火
が
見
え
た
と
思
い
ま
す
」
と

語
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
松
平
晃
さ
ん
の
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
演
奏
後
、
パ
ス
で
別
海
町
プ
ラ
ト
広
場
へ
移
動
、

米
海
兵
隊
移
転
訓
練
反
対
全
道
集
会
に
参
加
。
沖
縄
か

ら
の
移
転
訓
練
候
補
地
に
な
り
反
対
闘
争
開
始
か
ら
十

七
年
、
何
度
こ
こ
に
来
た
こ
と
か
。
い
ま
安
倍
政
権
の

集
団
的
自
衛
権
容
認
・
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
で
激
化

す
る
移
転
訓
練
。
沖
縄
と
連
帯
、
若
者
を
戦
場
に
送
る

国
は
許
さ
な
い
思
い
あ
ら
た
に
札
幌
ゆ
き
パ
ス
ヘ

。



|日本国憲法第9条を守り、核も基地もない原発ゼロの日本へ!! I 

2014さっぽろ平和行
今年7月、安倍自民党・公明党政権は「集団的自衛権行使jを簡議決定し、日本を「海外で戦

争する国jづくりをすすめています。これは日本国憲法第9条とは相いれません。戦争する国に

させないため、カを合わせて憲法9条を守りましょう。

*ヒロシマ・ナガサキデー (8月6日、 9日)の宣伝には炎天下のなか、両日で延べ37人を超

える参加者で宣伝、署名活動をおこないました。反応もよく短時間で署名 80筆集まりました。

*8月6日"-'9日 地下街オーロラコーナ~ i戦争と平和を考えるJパネル展

8・15反戦街頭宣伝行動
*石)1ト美実行委員長、被爆体験者の金子慶子さん、憲法

会議の弁護士斉藤耕さん、非核の政府の会小野内勝義さん

がマイクを握り、戦争・被爆体験を語り「集団的自衛権j行

使の撤回と安倍政権がすすめる戦争への道は許さないと訴

えました。 f赤紙Jの受け取りもよく 900枚を配布。 60

名の参加でした。 NHK'STV、UHBはじめ朝日・毎日・

道新などが取り組みを報道しました。

8・15走れ平和号(市電)
*走れ平和号(電車)には親子連れなど満員の85人が参加しました。車内では原爆写真や平和

を願う折鶴や絵手紙が飾らました。5歳の時に広島で被曝した金子慶子さん、 7歳で長崎で被

爆した広田凱則さんが被爆の体験を語り「核兵器をなくして平和な日本・世界をj と訴えまし

た。道新・赤旗・毎日が取材し記事になりました。

鶏桑

*今後(;)8糧食
跡1e&;<合性o全道集会

IJ同 15日(土)13時間喝

%，1.'1弓ザ3階ホー.1.

語障:浜経子宮ι
巻佃曹 1000同


